
63 2 新潟医学会雑誌 第 11 6 巻 第 1 2 号 平成1 4 年 ( 2 002) 1 2月

F U 系薬剤の m o d ul a t o r として C D D P の 併用の

有用性も報告され て い る . 今軌 進行胃癌 に T S- 1

＋1 o w d o s e C D D P 療法が著効を奏 した 症例 を経

験 したの で報告する .

〔症例〕65 歳女性
,
胃体上部 に 2 型の 胃癌を認

め
,
生検に て p o r 2 の 診断 . C T で 胃小琴に 4 c m

大 の リ ン パ節腫大を認めた . T S- 1 80 m g を連 日 ,

C D D P 5 m g を1 週間に 5 投 2 休 で 4 週間を 1 ク
ー

ル と して術前化学療法を行 っ た . 2 ク
ー

ル施行し,

リ ン パ節は 1 c m に縮小 した . 内視鏡上 原発巣も

P R の 診断であり,
3 週間の休薬の 後に胃全摘

,
D

3 郭清を施行 . 病理学 的検査 に て 原発巣, リ ン パ

節に癌細胞を認め ず組織学 的に C R の 診断を得

た . 術後経過は良好 で , 経過観察中で ある .

5 　 T S - 1 / C D D P 療 法 が 奏 効 し た 穿孔性高度進

行胃癌の 1 例
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法が奏効 した 1 例を経験 した . 症例 は
,
67 歳男性

で
, 平成13 年11 月1 1 日突然の腹部激痛で 来院した .

レ ン トゲン
,
C T 検査 にて

,
腹腔内遊離 ガス 像 , 冒

腫蕩 ,
リ ン パ 節転移

,
肝転移を認め

, 胃癌穿孔によ

る汎発性腹膜炎と診断し手術を行 っ た . 胃休部 に

リ ン パ 節転移 と 一 塊 な っ た癌 [ T 3 N 3 H I P O M

1 ( L Y M ) St a g e Ⅳ] を認 め , 前壁穿孔部を大網

充填, 胃療造設と肝転移生検を行 っ た . 術 後内視

鏡 で胃休部の 5 型癌( p o r ュ) を確認し, 全告知後

T S - 1 / C D D P 療法を行 っ た . 2 ク
ー ル 施行後 に ,

瞭下困難 は消失, 食事摂取も良好となり ,
主病巣 ,

肝転移 ,
リ ン パ 節転移巣の 著明な縮小 を認 め た .

現在 1 コ
ー

ス を終了し
,
治療継続中で ある .

6 　 メ シ ル 酸 イ マ チ ニ ブ （ グ リ ベ ック）が奏効し

た 切 除 不 能 再 発 G I S T の 一 例
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メ シル酸イマ チ ニ ブ ( グリ ペ ッ ク) は慢性骨髄

性白血病の P h 染色体遺伝子産物 B c r - A bl チ ロ

シ ンキナ
-

ゼを選択的に阻害する分子標的治療薬

である . こ の 薬剤 は癌原遺伝子の c - kit によ っ て

産生され る KIT も強力 に阻害する た め
,
c-kit を

表出する胃腸開業系腫蕩( GIS T) へ の 第二相試験

で も約6 0 % の奏効が得 られた . 我々 は切除不能な

G IST に対 して グリ ペ ッ クを投与し, 劇的な奏効

が得 られ た症例を経験 した . 症例 は50 歳 女性 で

199 2 年に胃平滑筋肉腫 ( c -kit 陽性) の 診断 で 幽

門側胃切除術が施行されて以来
, 肝転移 , 腹膜播

種に対 して腫痘切除術が施行され た . 200 1 年12 月

の腹部 C T で左上 腹部 に最大径 2 3 c m の 再発巣

が指摘 され
,
切除不能と判断さ れ た . グリ ペ ッ ク

400 m g/ 日が開始され ,
1 フう､ 月後の C T で は腫蕩

の 縮小と液状化が認め られ た . 2 か月後に は投与

前の約30 % となり
,
現在4 か月経過 し増悪なく生

存して い る .

7 　異時性 6重複癌の1例
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癌の早期発見と治療成績の向上により，重複癌

清水武昭

は増加 して い る . 現在77 歳の 男性 . 家族歴な し.

( 第 1 癌) 1 987 年 , 胃癌 , 幽門側胃切除
,
申分化

腺病
,
深達度 s s

,
リ ン パ 節転移なし.

( 第2 癌) 1 991 年 ,
S 状結腸癌 ,

S 状結腸切 除
,

高分化腺病
,
深達度 s s

,
リ ン パ 節転移な し.

( 第3 癌) 1 99 2 年
,
下行結腸癌

,
左結腸切 除 , 乳

頭腺病, 深達度 m p , リ ン パ 節転移なし.

( 第 4 癌) 19 94 年 , 盲腸癌 にて 内視鏡的切除
, 中


